
































前方 0.2 mm の位置に小穴をあけ、次に、マイクロインジ
ェクションポンプにつないだカニューレを頭蓋骨表面か






1 日 4 回実施した。ただし、術後 4~6 日の介入には必要最
低限の補助を加えた。感覚運動機能評価は modified limb 
placing と postural instability test を用いて経時的に実
施した。脳出血後 29 日目に深麻酔下で潅流脱血を行い、
両側の大脳皮質感覚運動野および線条体を採取した。リア
ルタイム PCR（ABI 7300 PCR system）を用いて、AMPA
受容体サブユニットであるGluR1、GluR2、GluR3、GluR4
の mRNA 発現量を解析した。定量方法は DDCt 法を用い
た。運動機能評価および mRNA 発現量の群間比較につい


























いては，ICH+AT 群と ICH 群に有意な差はなかった。ま
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